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宮
古
市
災
害
資
料
伝
承
館

移動理事会（宮古支部）

津
波
遺
構 

た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル

　

11
月
７
日
（
金
）、

宮
古
支
部
に
お
い
て
移

動
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。移
動
理
事
会
は
、組

合
運
営
の
円
滑
化
・
活

性
化
を
図
る
た
め
、
組

合
本
部
と
支
部
と
の
協

議
の
場
と
し
て
毎
年
持

回
り
で
開
催
し
て
い
る
。

　

会
議
の
冒
頭
、
平
野

理
事
長
が
挨
拶
、
組
合

員
加
入
促
進
の
継
続
、

人
材
育
成
・
確
保
対
策
、

女
性
部
の
設
立
、
本
部

理
事
と
支
部
長
の
兼
務

に
よ
る
支
部
事
業
の
円

滑
な
運
営
に
つ
い
て
協

力
要
請
が
な
さ
れ
た
。

　

主
な
協
議
内
容
は
次

の
と
お
り
。

１
．
理
事
欠
員
に
係
る

補
欠
の
選
任

　

阿
部
副
理
事
長
急
逝

に
伴
う
理
事
選
任
は
次

期
総
代
会
に
お
い
て
行

う
こ
と
と
さ
れ
た
。

２
．
新
規
組
合
員
加
入

　

久
慈
支
部
：
藤
原
電

業
㈱
の
加
入
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

３
．
組
合
員
の
加
入
促

進
対
策

　

今
後
も
各
支
部
に
お

い
て
、
加
入
手
数
料
引

下
げ
等
に
努
め
る
と
と

も
に
組
合
員
増
加
に
向

け
て
取
組
む
こ
と
と
さ

れ
た
。

４
．
人
材
育
成
・
確
保

対
策

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
出
前
授
業
等
の
機
会

を
通
じ
継
続
し
て
懇
談

会
開
催
等
良
好
な
関
係

を
築
く
こ
と
と
さ
れ
た
。

５
．
女
性
部
設
立
に
向

け
た
取
組

　

書
面
提
出
に
よ
り
設

立
と
見
做
す
取
扱
い
と

な
り
、
食
事
会
等
懇
談

経
費
補
助
を
活
用
し
、

今
年
度
は
8
月
久
慈
、

11
月
水
沢
支
部
に
設
立
。

６
．
県
工
組
事
業
計

画
・
取
組
課
題

　

支
部
長
と
理
事
の
兼

務
に
よ
り
支
部
長
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
事
業

毎
に
人
材
を
割
当
て
る

組
織
づ
く
り
に
取
組
む

こ
と
と
さ
れ
た
。

７
．
令
和
8
年
度
移
動

理
事
会
の
開
催

　

各
地
域
課
題
の
解
決

を
目
的
に
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
来
年
度
は
釜

石
支
部
で
の
開
催
が
提

案
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

８
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
研
修
・
業
界
理
解
促

進
交
流
事
業(

出
前
授

業)

の
実
施

　

各
支
部
に
お
い
て
継

続
し
て
開
催
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

９
．
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
会
の
開
催

　

今
年
度
は
、
各
支
部

毎
に
青
年
部
と
協
力
し

て
開
催
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
。

報
告
事
項

１
．
協
会
と
の
共
同
事

業
の
実
施

　

高
校
等
へ
の
電
線
寄

贈
は
、
殆
ど
の
支
部
で

実
施
済
と
な
っ
て
い

る
。
Ｄ
Ｘ
フ
ェ
ア
は
、

１
月
中
下
旬
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

　

移
動
理
事
会
終
了

後
、
宮
古
支
部
役
員
と

の
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
村
山
支
部
長
等
か

ら
地
域
の
現
況
や
課
題

等
に
つ
い
て
報
告
い
た

だ
い
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
、
東

北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

㈱
宮
古
電
力
セ
ン
タ
ー

佐
々
木
所
長
様
、
中
野

配
電
課
長
様
を
来
賓
と

し
て
お
招
き
し
て
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、
会
議

で
話
し
き
れ
な
か
っ
た

話
題
等
を
和
や
か
に
懇

談
し
た
。

平野理事長

組
合
加
入
促
進
、
人
材
育
成
・
女
性
部
設
立
等
を
協
議

組
合
移
動
理
事
会 

宮
古
で
開
催
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～当組合から役員など30名参加～

「北の大地で広げる絆・
　　共に拓こう新時代への扉」

第36回 電気工事業全国大会ｉｎ札幌

育
文
化
会
館
と
グ
ラ
ン

ド
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
札
幌

大
通
公
園
の
2
会
場
で

開
催
さ
れ
、
大
会
メ
イ

ン
テ
ー
マ
「
北
の
大
地

で
広
げ
る
絆
・
共
に
拓

こ
う
新
時
代
へ
の
扉
」

を
掲
げ
、
全
国
か
ら

１
、
６
０
０
名
が
参
加

し
た
。

　

米
沢
会
長
は
挨
拶
で

能
登
半
島
地
震
後
の
現

状
や
電
気
工
事
業
界
に

つ
い
て
、
「
地
域
社
会

や
時
代
を
担
う
子
供
た

ち
に
電
気
工
事
業
の
誇

り
と
魅
力
を
伝
え
憧
れ

ら
れ
る
業
界
を
築
く
責

任
が
あ
る
。
電
気
を
安

全
安
心
に
提
供
す
る
と

い
う
使
命
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
担
う
誇
り
が
あ

る
。
組
合
を
よ
り
強
く

豊
か
に
し
、
業
界
の
未

来
を
開
い
て
い
く
。」と

述
べ
ら
れ
た
。
式
典
で

は
来
賓
祝
辞
、
組
合
役

員
功
労
表
彰
、
優
良
事

業
工
組
・
青
年
部
優
良

活
動
事
業
の
金
賞
受
賞

事
業
発
表
や
前
日
に
開

催
さ
れ
た
意
見
交
換
会

の
集
約
が
報
告
さ
れ

た
。
大
会
決
議
で
は
、

「
人
材
育
成
・
確
保
」

「
Ｄ
Ｘ
活
用
」
「
組
合

組
織
力
・
財
政
基
盤
強

化
」
を
決
議
し
、
髙
野

副
会
長
か
ら
米
沢
会
長

へ
大
会
決
議
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
令
和
8
年
11

月
に
開
催
さ
れ
る
第
6

回
電
気
工
事
技
能
競
技

全
国
大
会
の
概
要
や
令

和
9
年
に
開
催
さ
れ
る

第
37
回
電
気
工
事
業
全

国
大
会
（
中
部
・
静
岡

県
開
催
）
の
紹
介
と
Ｐ

Ｒ
が
行
わ
れ
た
。

　

第
36
回
電
気
工
事
業

全
国
大
会
が
10
月
15

日
・
16
日
、
札
幌
市
教

　

第
50
回
中
小
企
業
団

体
岩
手
県
大
会
及
び
岩

手
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
創
立
70
周
年
記
念

式
典
が
10
月
7
日（
火
）

盛
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
会
長
表
彰

組
合
功
労
者
役
員
の
部

で
理
事 

平
野
嘉
男
氏
、

理
事 

村
山
利
一
氏
、

職
員
の
部
で
岩
手
電
気

安
全
サ
ー
ビ
ス 

畑
田 

修
氏
、
宮
古
支
部
事
務

職
員 

佐
々
木
一
美
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

大会式典

組合活性化研修会

女川原子力ＰＲセンター前で記念撮影 大会式典会場前で記念撮影

平野嘉男氏

村山利一氏

畑田　修氏

佐々木一美氏

　

10
月
24
日
（
金
）、

25
日
（
土
）
の
両
日
、

平
野
理
事
長
は
じ
め
理

事
等
18
名
が
宮
城
県
女

川
町
に
あ
る
女
川
原
子

力
発
電
所
及
び
仙
台
市

に
あ
る
三
居
沢
発
電
所

を
視
察
し
た
。
本
視
察

研
修
に
は
、
東
北
電
力

㈱
岩
手
支
店
販
売
本
部

の
渡
邊
部
長
様
、
東
北

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

岩
手
支
社
お
客
さ
ま

サ
ー
ビ
ス
の
田
中
部
長

様
に
同
行
い
た
だ
い

た
。
車
中
で
は
、
女
川

原
子
力
発
電
所
の
安
全

対
策
等
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視

聴
し
知
識
を
深
め
た
。

午
後
1
時
30
分
、
女
川

原
子
力
発
電
所
に
到

着
、
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を

見
学
後
バ
ス
で
発
電
所

へ
移
動
、
車
中
か
ら
施

設
構
内
を
見
学
し
、
Ｐ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
Ｖ

Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し

発
電
所
建
屋
内
の
バ
ー

チ
ャ
ル
見
学
を
体
験
し

た
。
翌
日
に
は
、
日
本

初
の
水
力
発
電
所
で
あ

る
三
居
沢
発
電
所
を
見

学
。
現
在
も
広
瀬
川
流

水
を
動
力
源
と
し
て
稼

働
し
て
お
り
、
福
島
県

会
津
若
松
市
の
水
力
運

用
セ
ン
タ
ー
で
遠
隔
監

視
・
制
御
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
瑞
鳳
殿

を
巡
り
昼
食
後
帰
路
に

着
い
た
。
参
加
者
の
皆

様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

来
年
も
視
察
研
修
で
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
。

当
組
合
か
ら
４
名
が
受
賞

第
50
回 

中
小
企
業
団
体
岩
手
県
大
会

岩
手
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

創
立
70
周
年

女
川
原
子
力
・
三
居
沢
発
電
所
を
視
察

平
野
理
事
長
ら
理
事
な
ど
18
名
参
加

東
北
電
力
関
連
施
設
視
察
研
修
事
業

女川原子力発電所研修

三居沢水力発電所研修



岩　手　の　電　気　工　事(3)　令和７年11月25日㈫ 第513号

組
合

協
会
共
通
だ
よ
り

　

11
月
1
日
（
土
）、

岩
手
県
立
黒
沢
尻
工
業

高
校
に
お
い
て
、
も
の

づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
岩

手
県
大
会
に
合
わ
せ

て
、
佐
々
木
専
務
理
事

他
青
年
部
員
、
高
校

生
、
教
員
な
ど
約
30
人

が
参
加
の
も
と
、
「
高

校
生
と
の
情
報
交
換

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

佐
々
木
専
務
理
事
か

ら
理
事
長
代
理
挨
拶 

の
後
、
県
北
・
沿
岸
・

県
南
の
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
青
年
部
か

ら
電
気
工
事
に
関
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
、

電
気
工
事
の
や
り
が
い

や
達
成
感
を
感
じ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
発
表
。
続

い
て
、
生
徒
か
ら
電
気

工
事
に
関
わ
る
こ
と
を

学
ん
で
み
て
の
感
想
や

将
来
・
進
路
な
ど
に
つ

い
て
の
悩
み
を
投
げ
か

け
た
。
青
年
部
は
、
自

ら
の
経
験
な
ど
を
通
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
へ

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

青
年
部
に
と
っ
て

は
、
電
気
工
事
業
界
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会

― ものコン出場生と青年部ら約30名 ―

高校生ものづくりコンテスト2025

「高校生との情報交換会」開催

　佐々木専務理事から水野電気専門部長へ
目録贈呈

18
種
類
、
そ
の
他
に
も

野
菜
焼
き
や
串
揚
げ
が

あ
り
、
唐
揚
げ
な
ど
の

一
品
料
理
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
要
予

約
で
は
あ
り
ま
す
が
絶

品
の
親
子
丼
、
焼
き
鳥

丼
、
鍋
料
理
も
あ
り
ま

す
。
こ
ち
ら
の
お
店
の

鶏
肉
は
鮮
度
が
抜
群

で
、
そ
う
で
な
い
と
出

来
な
い
半
生
の
さ
さ
み

の
焼
き
鳥
や
鳥
わ
さ
は

臭
み
が
全
く
な
く
口
の

中
で
と
ろ
け
る
よ
う
な

美
味
し
さ
で
す
。

　

営
業
時
間
は
午
後
5

時
～
10
時
ま
で
。
土
日

は
大
変
込
み
合
う
の
で

事
前
予
約
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
お
店
は
先

日
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
阿
部
支
部
長
の
お
気

に
入
り
の
店
で
も
あ
り

ま
し
た
。
も
う
ご
一
緒

で
き
な
い
か
と
思
う
と

大
変
切
な
く
な
り
ま
す

が
、
今
宵
は
阿
部
支
部

長
の
こ
と
を
思
い
出
し

な
が
ら
献
杯
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
次
回
は
盛
岡
支
部
）

＜釜石支部・遠野支部＞ 10月１日(水)
釜石商工高校

＜久慈支部＞ 10月28日(火)
久慈翔北高校

県
内
工
業
系
高
校
等
へ
の
支
援
事
業

な
暖
簾
が
目
印
で
す
。

　

店
内
は
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
で
、
カ
ウ
ン

タ
ー
14
席
、
6
人
用

テ
ー
ブ
ル
の
ほ
か
、
8

人
用
と
15
人
用
の
お
座

敷
が
あ
り
ま
す
。

　

席
に
つ
き
オ
ー
ダ
ー

を
済
ま
せ
る
と
日
替
わ

り
の
お
通
し
と
ざ
く
切

り
キ
ャ
ベ
ツ
が
出
て
き

ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ベ
ツ

に
は
、
し
ょ
う
ゆ
ベ
ー

ス
の
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

タ
レ
が
か
か
っ
て
お

り
、
大
変
う
れ
し
い
事

に
お
か
わ
り
自
由
で
あ

り
ま
す
。

　

焼
き
鳥
は
ね
ぎ
ま
、

か
わ
、
つ
く
ね
な
ど
約

　

花
巻
で
焼
き
鳥
と

い
っ
た
ら
こ
こ
だ
け
は

は
ず
せ
な
い
お
店
。
そ

れ
が
「
焼
鳥
・
鶏
料
理　

お
ん
ど
り
亭
」
で
す
。

Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
か
ら
徒
歩

15
分
の
所
に
あ
り
大
き

と
な
り
、
生
徒
か
ら
は

「
電
気
工
事
は
楽
し
い

と
感
じ
、
早
く
そ
の
仲

間
に
入
り
た
い
と
思
っ

た
。
今
回
の
話
を
参
考

に
将
来
の
進
路
を
決
め

て
い
き
た
い
」
「
資
格

は
自
分
を
証
明
で
き
る

こ
と
だ
と
理
解
し
た
。

夜
勤
に
つ
い
て
、
仕
事

は
き
つ
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
喜
ん
で
も
ら
え

る
仕
事
だ
と
い
う
こ
と

を
知
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
、
今
後
の

進
路
選
択
に
向
け
て
参

考
と
な
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。

　

高
校
生
や
先
生
方
と

交
流
し
て
い
く
こ
と
の

意
義
、
重
要
性
を
お
互

い
に
感
じ
た
交
換
会
と

な
っ
た
。

　

終
了
後
、
佐
々
木
専

務
理
事
か
ら
電
気
専
門

部
長
水
野
水
沢
工
業
高

校
校
長
に
対
し
「
も
の

づ
く
り
大
会
優
勝
者
へ

の
副
賞
と
し
て
電
材
等

の
目
録
」
が
贈
呈
さ 

れ
た
。

〈
電
気
工
事
部
門　

入

賞
者
〉

　

第
１
位
＝
下
條
道
凛

斗
（
北
桜
高
校
電
気
情

報
シ
ス
テ
ム
科
２
年
）

　

第
２
位
＝
木
村
ひ
ろ

や
（
宮
古
商
工
高
校
電

気
シ
ス
テ
ム
科
２
年
）

　

第
３
位
＝
紺
野
怜
慈

（
釜
石
商
工
高
校
電
気

電
子
科
２
年
）

情
報
交
換
の
様
子

支部トピックス

花巻支部
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(

一
社)

日
本
電
設
工
業
協
会

太
田
会
長
・
千
田
専
務
理
事
が
出
席

令

　和

７
年
度

会
員
大
会
・
広
島
で
開
催

一
般
社
団
法
人
　
岩
手
県
電
業
協
会

協
会
だ
よ
り

務
の
属
人
化
」
19
％
、

「
工
期
が
短
い
」
12
％

な
ど
。

　

時
間
外
労
働
を
減
ら

す
取
り
組
み
で
は
「
仕

事
の
進
め
方
を
見
直
し

た
」
23
％
、
「
作
業
量

見
直
し
」
22
％
、
「
デ

　

当
会
上
部
団
体
で
あ

る
（
一
社
）
日
本
電
設

工
業
協
会
主
催
の
会
員

大
会
が
、
11
月
6
日
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
広
島
に
て
開
催
さ

れ
、
当
会
か
ら
太
田
会

長
、
千
田
専
務
理
事
が

出
席
し
た
。

　

大
会
に
は
、
全
国
の

会
員
約
５
２
０
名
と
、

ご
来
賓
と
し
て
杉
中
洋

一
国
土
交
通

省
中
国
地
方

整
備
局
長
を

は
じ
め
、
山

根
健
嗣
広
島

県
副
知
事
、

松
井
一
實
広

島
市
長
ら
が
出
席
し
た
。

　

大
会
は
、
文
挾
誠
一

会
長
の
挨
拶
、
来
賓
挨

拶
の
後
、
浦
見
成
一
電

設
協
技
術
・
安
全
委
員

会
情
報
通
信
専
門
委
員

会
主
査
か
ら
「
Ｄ
Ｘ
を

利
用
し
た
現
場
支
援
の

展
開
～
多
様
な
人
材
が

よ
り
少
な
い
人
員
で
よ

り
高
い
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品

質
・
コ
ス
ト
・
納
期
）

外
労
働
時
間
（
有
効
回

答
68
社
）
は
別
表
の
と

お
り
と
な
っ
た
。

　

所
定
外
労
働
と
な
る

理
由
で
最
も
多
か
っ
た

の
は
「
元
請
か
ら
の
要

請
」36
％
。
以
下
は
「
人

手
不
足
」
25
％
、
「
業

ジ
タ
ル
化
」
18
％
、「
職

場
の
意
識
改
革
」と
「
時

間
に
上
限
設
定
」
が
各

11
％
な
ど
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
、
時
間
外
労

働
の
上
限
で
あ
る
45
時

間
を
順
守
し
、
加
え
て

「
30
～
45
時
間
」
と
い

う
長
時
間
労
働
を
是
正

す
る
動
き
は
み
ら
れ
る

も
の
の
、
時
間
外
労
働

そ
の
も
の
が
大
き
く
減

る
傾
向
に
は
な
い
こ
と

か
ら
、
元
請
け
の
動
向

に
左
右
さ
れ
、
特
定
の

技
術
者
に
仕
事
が
集
中

す
る
属
人
化
の
傾
向
が

あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

千
田
専
務
理
事
は
、

「
協
会
で
は
代
休
や
振

休
な
ど
を
活
用
し
た
休

日
確
保
を
進
め
て
お

り
、
今
後
は
所
定
外
労

働
時
間
へ
の
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
も
必
要
に

な
る
か
と
思
う
。
多
く

の
会
社
で
特
定
の
技
術

会員向けアンケート結果

極端な長時間労働は是正

所 定 外
労働時間 10時間未満が49％に

令和７年 秋の褒章

　千田新一 専務理事

黄綬褒章受章

令和７年度優秀建設施工者

国土交通大臣顕彰受彰

林崎正利 理事

千田新一氏

に
わ
た
っ
て
の
国
土
交

通
関
係
業
務
に
お
け
る

精
励
に
加
え
て
、
当
会

副
会
長
、
専
務
理
事
を

務
め
る
な
ど
、
地
方
建

設
業
界
の
発
展
に
寄
与

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

て
の
受
章
と
な
っ
た
。

　

令
和
４
年
６
月
か
ら

全
国
設
備
業
Ｄ
Ｘ
推
進

会
会
長
、
令
和
７
年
５

月
か
ら
岩
手
県
電
気
工

事
業
工
業
組
合
理
事
も

務
め
て
い
る
。

　

令
和
７
年
秋
の
褒
章

伝
達
式
が
11
月
21
日
、

国
土
交
通
省
に
お
い
て

行
わ
れ
、
当
会
専
務
理

事
千
田
新
一
氏
（
協
栄

電
工
㈱
代
表
取
締
役
）

が
黄
綬
褒
章
を
受
章
し

た
。
千
田
氏
は
、
多
年

　

令
和
７
年
度
優
秀
施

工
者
国
土
交
通
大
臣
顕

彰（
建
設
マ
ス
タ
ー
）顕

彰
式
典
が
10
月
28
日
、

東
京
都
内
で
行
わ
れ
、

岩
手
県
か
ら
の
顕
彰
者

9
人
の
う
ち
、
当
協
会

関
係
で
は
、
種
市
電
工

㈱
専
務
取
締
役 

林
崎
正
利
氏

（
協
会
理
事
・

久
慈
支
部
長
）

が
顕
彰
さ
れ
た
。

　

こ
の
顕
彰
制

度
は
、
建
設
産
業
の
第

一
線
で
も
の
づ
く
り
に

従
事
し
て
い
る
方
を
顕

彰
す
る
こ
と
で
、
誇
り

と
意
欲
を
増
進
さ
せ
る

と
と
も
に
、
社
会
的
地

位
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

を
！
～
」、
石
山
慎
太

郎
山
口
県
電
業
協
会
監

事
か
ら
「
山
口
県
電
業

協
会
の
現
状
と
課
題
」

と
題
し
基
調
報
告
が
行

わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
決
議

と
し
て
「
働
き
方
改
革

を
深
化
さ
せ
担
い
手
確

保
に
向
け
て
業
界
の
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組
も

う
！
」
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
と

し
て
「
ヒ
ロ
シ
マ
を
知

り
、
今
を
生
き
る
」
と

題
し
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
杉
浦
圭
子
氏

の
講
演
、
引
き
続
き
懇

親
会
が
行
わ
れ
た
。

　

当
会
で
は
、
会
員
企

業
が
雇
用
す
る
技
術
者

等
の
現
状
把
握
の
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

　

本
年
６
月
時
点
で
の

１
ヵ
月
当
た
り
の
所
定

者
に
仕
事
が
集
中
す
る

属
人
化
の
問
題
が
あ
る

た
め
、
人
材
育
成
に
も

関
わ
っ
て
く
る
課
題

だ
」
と
の
見
解
を
示
し

て
い
る
。

太田会長と千田専務理事
林崎正利氏


